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【はじめに】化学療法を行っている患者は不安を抱えながらも治療に取り組んでいるが、患者の治療

継続に関する要因や目標などを聞き出すタイミングを失い、より個別性のある看護を提供できていな

いと感じている。

【目的】消化器がん患者に関わる看護師の看護介入とその背景にある価値観を明らかにし、看護介入

や患者への意思決定支援の示唆を得る。

【方法】独自のインタビューガイドを作成、半構成的面接を行い、コードを抽出した。カテゴリー化

し、分析した。

【倫理的配慮】A病院倫理委員会の承認を得て行った。対象者の自由意思による同意を文書で取得し

た。

【結果】看護師の価値観と捉えられる≪生活者としての患者の治療の意味≫、≪代弁者でありたい≫

の2つのカテゴリー、6つのサブカテゴリー、13のコード、看護介入は12個の支援内容が抽出された。

【考察】≪生活者としての患者の治療の意味≫看護師は治療後の患者の状態から治療の意味や必要性

を考える経験をしていた。また患者の生活の中に治療があることを意識する経験から患者の本来ある

べき姿を考え患者の生活に価値を見出し、その中に治療がある事を意識している。治療の意味や必要

性を考える経験を踏まえ、患者が本当に希望する治療を選択できるように情報収集し意思決定支援を

行っていることが考えられる。≪代弁者でありたい≫看護師は治療と患者の思いの間で葛藤を感じな

がらも、患者の思いを尊重し関わっている。上野らは、「化学療法を受ける患者は精神的な変化は常

にあり、余命に対する希望と不安の中で葛藤しながら治療しており、患者の思いに寄り添いながら支

援していく必要性」を述べている。このように患者も葛藤しながら治療に臨んでおり、意思決定の場

面では患者の気持ちの波を理解した上で思いを引き出し、その時々での患者の意志を尊重する関わり

が必要である。

【結論】1看護師は≪生活者としての患者の治療の意味≫≪患者の代弁者でありたい≫という価値観を

持ち、化学療法を継続している消化器がん患者の意思決定に関わっていた。2看護師は自身の経験から

価値観を形成し、患者の受容過程に沿い意思決定支援を行っていた。3患者の生活から患者の本来の姿

を見出し、患者が希望する治療を選択できるよう、気持ちの葛藤を理解し、意思決定支援を行う必要

がある。
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